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『
平
成
と
う
や
病
院
』は
、熊
本
市
南

区
の
東
バ
イ
パ
ス
沿
い（
旧
浜
線
と
の
交

差
点
）に
位
置
し
、２
０
１
１
年
の
開
院

当
初
よ
り
、回
復
期
の
病
院
と
し
て
、急

性
期
の
治
療
を
終
え
た
患
者
へ
必
要
な

リ
ハ
ビ
リ
を
早
期
か
ら
行
い
、住
み
慣
れ

た
自
宅
や
施
設
で
の
生
活
、仕
事
へ
の
復

帰
な
ど
、退
院
後
の
生
活
を
見
据
え
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、２
０
２
２
年
７
月
に
は
、慶
徳

加
来
病
院
と
の
統
合
に
よ
っ
て
１
６
０

床
へ
増
床
し
、さ
ら
な
る
機
能
強
化
を
実

現
さ
せ
た
。

　

一
方
で
、地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。呼
吸
器
内

科
・
循
環
器
内
科
・
脳
神
経
内
科
・
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・
消
化
器
科
の
専
門
医

が
在
籍
し
て
お
り
、整
形
疾
患
や
脳
血
管

疾
患
・
肺
疾
患
な
ど
様
々
な
疾
患
に
対
応

し
て
い
る
。さ
ら
に
、ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

植
え
込
み
の
人
や
在
宅
酸
素
療
法
を
行

う
人
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
専
門
外
来
も
設

け
た
り
、健
康
維
持
や
疾
患
の
予
防
・
早

期
発
見
を
行
な
う
べ
く
健
診
部
門
の
拡

充
な
ど
も
行
な
い
、地
域
で
の
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

　

３
６
５
日
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
56
床
、

さ
ら
に
地
域
の
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
か

ら
の
紹
介
、外
来
か
ら
の
入
院
受
け
入

れ
、自
宅
や
施
設
で
急
性
増
悪
と
な
っ
た

場
合
な
ど
に
受
け
入
れ
る
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
１
０
４
床
が
あ
る
。

　

入
院
受
け
入
れ
時
か
ら
退
院
後
の
生

活
を
見
据
え
、患
者
一
人
ひ
と
り
の
ゴ
ー

ル
を
設
定
。医
師
、看
護
師
、リ
ハ
ビ
リ

ス
タ
ッ
フ
、医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

や
管
理
栄
養
士
な
ど
、各
専
門
職
が
チ
ー

ム
と
な
っ
て
情
報
を
共
有
し
、治
療
や
リ

ハ
ビ
リ
、ケ
ア
に
臨
む
。特
に
リ
ハ
ビ
リ

に
お
い
て
は
、疾
患
や
症
状
に
応
じ
て
最

適
な
も
の
を
提
供
す
る
た
め
、「
呼
吸
器
」

「
心
臓
リ
ハ
」「
装
具
支
援
」「
自
動
車
運
転

支
援
」の
チ
ー
ム
を
結
成
。多
職
種
協
働

で
早
期
回
復
に
取
り
組
む
。訓
練
室
や
病

室
だ
け
で
は
な
く
、自
宅
を
想
定
し
た
Ａ

Ｄ
Ｌ
室
で
、入
浴
や
調
理
な
ど
の
日
常
生

活
動
作
の
リ
ハ
ビ
リ
も
行
う
。ま
た
イ
ベ

ン
ト
や
嚥
下
体
操
な
ど
を
企
画
し
、入
院

生
活
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
取
り
組
み
に

も
積
極
的
だ
。

　

退
院
で
き
て
も
、自
宅
で
の
生
活
動
作

に
不
安
が
残
る
人
は
多
い
。そ
こ
で
外
来

で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、対
象
と
な

れ
ば
介
護
保
険
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
提
案
も
行
う
。併
設
の『
通
所
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
』で
は
、理
学
療
法
士

と
作
業
療
法
士
に
よ
る
個
別
訓
練
も
あ

り
、一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
自
主
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
も
指
導
。短
時
間
の

リ
ハ
ビ
リ
に
特
化
し
た
デ
イ
ケ
ア
で
集

中
的
に
機
能
回
復
を
目
指
す
。ま
た
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、実
際
の
生
活
環
境
で

訓
練
し
て
い
る
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や

施
設
と
も
連
携
を
築
き
、利
用
者
が
住
み

慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
す
る
。そ
の
ほ
か
に
も
、地

域
サ
ロ
ン
な
ど
介
護
予
防
の
拠
点
と
な

る「
通
い
の
場
」へ
積
極
的
に
出
向
き
、

健
康
に
つ
な
が
る
講
話
や
リ
ハ
ビ
リ
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
体
操
の
指
導
を
行
う
な

ど
、地
域
の
健
康
増
進
に
も
寄
与
し
て
い

る
。「
地
域
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
に
寄
り
添

い
、医
療
と
リ
ハ
ビ
リ
を
通
し
て
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
」と
、米
村
院
長
は
語
る
。

一
人
ひ
と
り
の
ゴ
ー
ル
に

向
け
て
チ
ー
ム
で
支
援

在
宅
で
の
生
活
を
支
援

地
域
に
開
か
れ
た
病
院
へ

急
性
期
の
治
療
を
終
え
た
患
者
が
自
宅
・
施
設
へ

復
帰
す
る
た
め
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト　
　
　

【右】東バイパスと旧浜線
の交差点。屋根付き駐車
場で雨の日でも安心
【左】理学療法士・作業療
法士・言語聴覚士が各専
門性を活かしてリハビリ
を行う

3熊本市南区出仲間8-2-15
555台　6http://www.tohya.or.jp/heisei/

TEL／096-379-0108
平成とうや病院
医療法人清和会
とうや医療福祉グループ

熊本市南区

当院は開設当初から一貫して、
回復期対象の患者様が、自宅
や施設での生活へ復帰される
ことを目標に診療しています。
「IDENTITY(個人)の尊重～
ForYouあなたのために」を念頭
に、安心安全な医療の提供を心
がけ、地域医療への貢献を目指
します。

米村 憲輔 院長

日本医療機能評価機構の認定病院です

内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、
脳神経内科、リハビリテーション科  9:00～12:00

13:30～17:00
※ただし急患の場合、この限りではない
※土曜日は第1・3週のみ診療
※祝日は休診
※予約診療も可

１階の通所リハビリセンターでは機能訓
練や健康管理などを行いながら、自立

支援や閉じこもりの予防、家族の負担軽減を
目指す。専従の理学療法士・作業療法士が、
短時間のリハビリに特化したデイケアを行う。
2020年4月に訪問リハビリも開設。

【上】多職種のスタッフが、
各分野で情報をこまめに
共有する　【右】ナチュラ
ルな風合いの家具が温か
みをもたらし、プライバ
シーを守る病室　【中】季
節感のある食事は患者ア
ンケートでも「おいしい」
と高評価　【左】褥瘡（じょ
くそう）管理関連特定行
為看護師の他、感染管理
認定看護師も在籍

【平成とうや病院通所リハビリテーション
　センター】　　　　Tel.096-283-8323

回復期の自立支援は外来が基本だが、ど
うしても通院できない場合など、外来治

療の一環として訪問診療も行う。在宅酸素療
法など、ほかにも疾患を持つ患者からも「慣れ
た医師が来てくれる」と喜ばれている。

南区エリアを中心に訪問診療
総合内科的な医療を提供

自動車運転支援チームが充実

脳卒中などの脳血管障害後には、瞬時
に判断する能力が低下しがち。患者

からは「退院後に運転を再開したい」との要
望も多いため、自動車運転支援チームを立ち
上げている。スタッフが高次脳機能の検査や
ドライビングシミュレーターによる評価を行
い、必要に応じて実車評価につなげている。

●理事長／東野 裕司
●院長／米村 憲輔
●医師数／常勤11名、非常勤2名
●病床／160床　　
●健診／一般健診、特定健診、企業健診、生活習慣病予防
健診（協会けんぽ）
●関連施設／平成とうや病院、通所リハビリテーションセ
ンター、訪問リハビリテーションセンター

ゆめタウン
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回復期の自立支援は外来が基本だが、ど
うしても通院できない場合など、外来治

療の一環として訪問診療も行う。在宅酸素療
法など、ほかにも疾患を持つ患者からも「慣れ
た医師が来てくれる」と喜ばれている。

南区エリアを中心に訪問診療
総合内科的な医療を提供

自動車運転支援チームが充実

脳卒中などの脳血管障害後には、瞬時
に判断する能力が低下しがち。患者

からは「退院後に運転を再開したい」との要
望も多いため、自動車運転支援チームを立ち
上げている。スタッフが高次脳機能の検査や
ドライビングシミュレーターによる評価を行
い、必要に応じて実車評価につなげている。

●理事長／東野 裕司
●院長／米村 憲輔
●医師数／常勤11名、非常勤2名
●病床／160床　　
●健診／一般健診、特定健診、企業健診、生活習慣病予防
健診（協会けんぽ）
●関連施設／平成とうや病院、通所リハビリテーションセ
ンター、訪問リハビリテーションセンター
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